
体育科　小学校第５学年

器械運動の評価規準

体つくり運動の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・体ほぐしの運動では、その行
　い方を理解するとともに、手
　軽な運動を行い、心と体の変
　化に気付いたり、仲間と関わ
　り合ったりすることができ
　る。

・体の動きを高める運動では、
　その行い方を理解するととも
　に、ねらいに応じて、体の柔
　らかさ、巧みな動き、力強い
　動き、動きを持続する能力を
　高めるための運動をすること
　ができる。

・体ほぐしの運動や体の動きを
　高める運動について､自己の心
　と体の状態や体力に応じて運
　動の課題や行い方を選んでい
　る。

・体をほぐしたり､体の動きを高
　めたりするために自己やグ
　ループで考えた運動の行い方
　を仲間に伝えている。

・体ほぐしの運動や体の動きを
　高める運動に積極的に取り組
　もうとしている。

・運動を行う際の約束を守り、
　仲間と助け合おうとしてい
　る。

・運動を行う場の設定や用具の
　片付けなどで、分担された役
　割を果たそうとしている。

・運動の行い方について仲間の
　気付きや考え、取組のよさを
　認めようとしている。

・運動の場の危険物を取り除く
　とともに、用具の使い方や周
　囲の安全に気を配っている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・マット運動では、その行い方
　を理解するとともに、回転系
　や巧技系の基本的な技を安定
　して行ったり、その発展技を
　行ったりそれらを繰り返した
　り組み合わせたりすることが
　できる。

・鉄棒運動では、その行い方を
　理解するとともに、支持系の
　基本的な技を安定して行った
　り、その発展技を行ったり、
　それらを繰り返したり組み合
　わせたりすることができる。

・跳び箱運動では、その行い方
　を理解するとともに、切り返
　し系や回転系の基本的な技を
　安定して行ったり、その発展
　技を行ったりすることができ
　る。

・自己の能力に適した課題を見
　付け、その課題の解決の仕方
　を考えたり、課題に応じた練
　習の場や段階を選んだりして
　いる。

・課題の解決のために自己や仲
　間の考えたことを他者に伝え
　ている。

・膝を伸ばして回転したり、体
　を真っ直ぐ伸ばして逆さ姿勢
　になったり、それらの技を組
　み合わせたりするなど、マッ
　ト運動、鉄棒運動及び跳び箱
　運動の基本的な技や発展技に
　積極的に取り組もうとしてい
　る。

・互いの役割を決めて観察し合
　うなど、学習の仕方や約束を
　守り仲間と助け合おうとして
　いる。

・器械・器具の準備や片付けな
　どで、分担された役割を果た
　そうとしている。

・技や演技を行うなかでわかっ
　たことを伝えたり、課題の解
　決方法を工夫したりする際
　に、仲間の考えや取組を認め
　ようとしている。

・けがのないように、互いの服
　装や髪形に気を付けたり、場
　の危険物を取り除いたりする
　とともに、試技の前後などに
　器械・器具の安全に気を配っ
　ている。



陸上運動の評価規準

水泳運動の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・短距離走・リレーでは、その
　行い方を理解するとともに、
　一定の距離を全力で走った
　り、滑らかなバトンの受渡し
　をしたりすることができる。

・ハードル走では、その行い方
　を理解するとともに、ハード
　ルをリズミカルに走り越える
　ことができる。

・走り幅跳びでは、その行い方
　を理解するとともに、リズミ
　カルな助走から踏み切って跳
　ぶことができる。

・走り高跳びでは、その行い方
　を理解するとともに、リズミ
　カルな助走から踏み切って跳
　ぶことができる。

・自己やグループの能力に適し
　た課題を見付け、課題に応じ
　た練習の場や段階を選んでい
　る。

・自己の能力に適した競走（争）
のルールや記録への挑戦
　の仕方を選んでいる。

・自己や仲間の動きの変化や伸
　びを見付けたり、考えたりし
　たことを他者に伝えている。

・短距離走・リレーやハードル
　走、走り幅跳びや走り高跳び
　に積極的に取り組もうとして
　いる。

・短距離走やリレーなどの約束
　を守り、仲間と助け合おうと
　している。

・陸上運動をするときに用具の
　準備や片付け、計測や記録な
　どで、分担された役割を果た
　そうとしている。

・短距離やリレーなどの勝敗を
　受け入れようとしている｡

・課題を見付けたり、その解決
　方法を工夫したりする際に、
　仲間の考えや取組を認めよう
　としている。

・短距離走の場の危険物を取り
　除いたり、走り高跳びの場を
　整備したりするとともに、用
　具の安全に気を配っている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・クロールでは、その行い方を
　理解するとともに、左右の手
　を入れ替える動きに呼吸を合
　わせて続けて長く泳ぐことが
　できる。

・平泳ぎでは、その行い方を理
　解するとともに、手の動きに
　合わせて呼吸し、キックの後
　には息を止めてしばらく伸び
　て、続けて長く泳ぐことがで
　きる。

・安全確保につながる運動で
　は、その行い方を理解すると
　ともに、背浮きや浮き沈みを
　しながらタイミングよく呼吸
　をしたり手や足を動かしたり
　して、続けて長く浮くことが
　できる。

・自己の課題を見付け、その課
　題の解決の仕方を考えたり、
　課題に応じた練習の場や段階
　を選んだりしている。

・自己の能力に適した記録への
　挑戦の仕方を選んでいる。

・課題の解決のために自己や仲
　間の考えたことを他者に伝え
　ている。

・水泳運動が自己保全のために
　必要であることを生かし、ク
　ロールや平泳ぎをしたり、背
　浮きや浮き沈みをしたりする
　などの水泳運動に積極的に取
　り組もうとしている。

・自己や仲間の課題を解決する
　ための練習では、練習場所や
　レーンの使い方、補助の仕方
　などの約束を守り、仲間と助
　け合おうとしている。

・水泳運動で使用する用具の準
　備や片付けなどで、分担され
　た役割を果たそうとしてい
　る。

・課題を見付けたり、解決方法
　を工夫したりする際に仲間の
　考えや取組を認めようとして
　いる。

・プールの底・水面などに危険
　物がないかを確認したり、自
　己の体の調子を確かめてから
　泳いだり、仲間の体の調子に
　も気を付けるなど、水泳運動
　の心得を守って安全に気を配
　っている。



ボール運動の評価規準

表現運動の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・ボール操作とボールを持たな
　いときの動きを理解するとと
　もに、簡易化されたゲームを
　することができる。

・個人やチームによる攻撃と守
　備を理解するとともに、簡易
　化されたゲームをすることが
　できる。

・ボールを打つ攻撃と隊形を
　とった守備を理解するととも
　に、簡易化されたゲームをす
　ることができる。

・誰もが楽しくゲームに参加で
　きるように、プレイヤーの人
　数、コートの広さ、プレイの
　制限、得点の仕方などのルー
　ルを選んでいる。

・自己やチームの特徴を確認し
　て作戦を選んでいる。

・味方が受けやすいようにボー
　ルをつなぐことについて考え
　たことを他者に伝えている。

・守備の隊形について工夫した
　ことを他者に伝えている。

・ゴール型、ネット型、ベース
　ボール型の簡易化されたゲー
　ムや練習に積極的に取り組も
　うとしている。

・ルールやマナーを守り、仲間
　と助け合おうとしている。

・ゲームを行う場の設定や用具
　の片付けなどで、分担された
　役割を果たそうとしている。

・ゲームの勝敗の結果を受け入
　れようとしている。

・ゲームや練習の中で互いの動
　きを見合ったり、話し合った
　りする際に、仲間の考えや取
　組を認めようとしている。

・ゲームや練習の際に、使用す
　る用具などを片付けたり場の
　整備をしたりするとともに、
　用具の安全に気を配ってい
　る。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・表現では、その行い方を理解
  するとともに、いろいろな題
  材からそれらの主な特徴を捉
  え、表したい感じをひと流れ
　の動きで即興的に踊ったり、
  簡単なひとまとまりの動きに
　して表現したりすることがで
　きる。

・フォークダンスでは、その行
  い方を理解するとともに、日
  本の民踊や外国の踊りから、
  それらの踊り方の特徴を捉
  え、音楽に合わせて簡単なス
  テップや動きで踊ることがで
  きる。

・自己やグループの課題を見付
　け、その課題の解決の仕方を
  考えたり、課題に応じた見合
  いや交流の仕方などを選んだ
  りしている。

・課題の解決のために自己や仲
  間の考えたことを他者に伝え
  ている。

・表したい感じやイメージを表
  現したり、日本の民踊や外国
  のフォークダンスで交流した
  りする運動に積極的に取り組
  もうとしている。

・表現やフォークダンスに取り
  組む際に、互いの動きや考え
  のよさを認め合おうとしてい
  る。

・表現やフォークダンスにグ
  ループで取り組む際に、仲間
  と助け合おうとしている。

・表現やフォークダンスを行う
  場の設定や用具の片付けなど
  で、分担された役割を果たそ
  うとしている。

・活動する場所の危険物を取り
  除くとともに、仲間とぶつか
  らないよう、場の安全に気を
  配っている。



心の健康の評価規準

けがの防止の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・交通事故や身の回りの生活の
　危険が原因となって起こるけ
　がの防止には、周囲の危険に
　気付くこと、的確な判断の下
　に安全に行動すること、環境
　を安全に整えることが必要で
　あることが分かっている。

・けがの簡単な手当は速やかに
　行う必要があることが分かっ

　ている。

・傷口を清潔にする、圧迫して
　出血を止める、患部を冷やす
　などの簡単な手当ができる。

・日常生活や事例などを用いた
　話合いを通して、けがの防止
　について身近な生活における
　課題を見付け、危険の予測や
　回避をしたり、けがを手当し
　たりする方法を考えている。

・けがの防止や手当の視点か
　ら、危険の予測や回避、けが
　の手当について考えたことを

  表現している。

・けがの防止の大切さに気付
　き、自己の健康の保持増進や
　回復に向け、主体的に学習に

　取り組もうとしている。

・日常生活でけがや事故にあわ
　ないために、安全な行動を心

　がけている。

・けがをしたときに、自分でで
　きる簡単な手当を実践しよう

　としている。

・心は、いろいろな生活経験を
　通して、年齢に伴って発達す

　ることが分かっている。

・心と体には、密接な関係があ
　ることが分かっている。

・不安や悩みなどへの対処に
　は、大人や友達に相談する、
　仲間と遊ぶ、運動をするなど
　いろいろな方法があることが
　分かり、自分に合った方法で
　対処をすることができる。

・日常生活や、事例などを用い
　た話合いを通して、心の健康
　について課題を見付け、心を
　よりよく発達させたり不安や
　悩みなどに対処したりする解
　決の方法について考えてい

　る。

・心のよりよい発達や、不安や
　悩みなどへの対処について考
　えたり、適切な方法について
　選んだりしたことを表現して

　いる。

・心の健康の大切さに気付き、
　自己の心の健康の保持増進や
　回復に向け、主体的に学習に

　取り組もうとしている。

・自他の心の発達を肯定的に捉
　え、明るい生活を営もうとし

　ている。

・不安や悩みの対処について、
　学んだことを生かして、生活
　の中で適切な方法を実践しよ

　うとしている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度


